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地域包括ケア元年
地域密着型

在宅医療連携 自立支援
地域マネジメント
体制整備事業

第７０回社保審介護部会
(２０１６年１２月９日）

看取り
科学的介護

⚫ 2014年以降の論点
⚫ 在宅医療、病診連携、在宅医療介護連携
⚫ 地域包括支援センターの機能強化
⚫ 健康自立寿命の延伸と住民互助の最大活用 →生活支援体制整備事業
⚫ フレイル予防
⚫ 地域マネジメント

地域包括ケアの１０年間



パワリハから生活リハ、社会参加の実現へ
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（75歳）
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２０３０
（80歳）

２０３５
（85歳）

急性期需要ピーク/
団塊世代後期高齢/
免許返納時期

生活支援ニーズ増/
在宅ケア需要増/
地域社会の高齢化

医療介護担い手不足
問題深刻化/

消費型社会の終焉

女性おひとり様 or
不安・不満社会

20年後の超高齢社会

もう１つの、新しい都市像

• 集まって暮らす人の数や密度
が減っても幸福に暮らせる

• 家族介護モデルではない

• 歳をとって、学歴、肩書、年収
を自慢すると、嫌われる

• 個人単位では、にぎわいよりも、
うれしいの方が良いか？

住居

社会参加

尊敬と社会的包摂

屋外スペースと建物

地域社会の支援と
保健サービス

コミュニケーションと情報

市民参加と雇用

交通機関

エイジフレンドリーシティ





小田原市における将来推計人口

出典：日本医師会地域医療情報システム

■0～14歳 ■15～39歳 ■40～64歳
■65～74歳 ■75歳以上



小田原市における医療介護需要

２０１０年比：２０３５年医療需要は0.98倍
２０１０年比：２０３５年介護需要は1.14倍

出典：日本医師会地域医療情報システム

■医療：小田原市 ■医療：全国平均
■介護：小田原市 ■介護：全国平均



2015年
病床数

2025年
必要病床数

高度急性期 466 269 ▼197

急性期 1277 777 ▼500

回復期 108 863 △755

慢性期 1392 772 ▼557

未選択等 53

病床合計 3296 2681 ▼615

在宅医療 4251 5541 △1290

訪問診療分 2913 3375

神奈川県西部の地域医療構想

基本在宅、時々入院
（特別老人ホームも同様に満床）

出典：神奈川県地域医療構想



出典：厚生労働省社会保障審議会介護保険部会



ICF分類とは
ICF分類とは

国際生活機能分類のこと。健康状態、心身機能、障害の
状態を相互影響関係および独立項目として分類し、当事
者の視点による生活の包括的・中立的記述をねらいにす
る医療基準。

ICF分類の概念枠組み



出典：興味・関心チェックシート -日本作業療法士協会

科学的介護（Long-term care Information system for evidence) 



出典：埼玉県介護予防のための地域ケア会議（自立支援型地域ケア会議）について
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出典：埼玉県介護予防のための地域ケア会議（自立支援型地域ケア会議）について
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生活支援体制整備事業（WSを通じて資源開発）





３．住居

４．社会参加

５．尊敬と
社会的包摂

１．屋外スペース
と建物

８．地域社会の支援と
保健サービス

７．コミュニケー
ションと情報

６．市民参加と雇用

２．交通機関

エイジフレンドリーシティ（高齢者にやさしい都市）とは

「高齢者にやさしい都市の８つのトピック」

・２００７年、世界保健機関（ＷＨＯ）
が提唱した、世界的な高齢化への
対応として、アクティブエイジングを
促進する都市環境についての概念

・エイジフレンドリーシティの実現
には、都市環境に関する８つのト
ピック（右図）について検証しな
がら、まちづくりを進める必要が
ある。



３．健康づくり・生きがい

づくりプログラム検討

活動場所の
確保

老いを学ぶ

１．地域の魅力と課題

２．地域資源把握とSWOT分析
コミュニティ・アセスメント

子育て

実装から統合型プログラムへ

エイジフレンドリーシティ 地区ワークショップ

自分らしく最期まで暮らすため
にはどうしたらよいか？

社会参加から健康・生きがいづくり
→仲間づくりと能動的な信頼関係構築

対話型グループワーク

コミュニティ・デザイン手法をもちいて、参加者が対話をとおして、地域の魅力と課題
を整理、把握、分析し、自分のために仲間を誘って取組みたいことを発想させる。

生活支援体制整備事業 ワーク
ショップマニュアルの援用



実証：地域課題×個別ニーズ プロジェクト

• どのような活動に参加してみたいですか？
（１）若い世代の地域活動への参加を促す企画

参加してみたい・興味がある ２３/２８ 82％
（２）歩きやすい道路環境や活動場所づくりの企画

参加してみたい・興味がある ２８/２８ 100％
（３）高齢者の健康づくり・フレイル予防の企画

参加してみたい・興味がある ２８/２８ 100％
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回覧板

ポスティングチラシ

紹介

配架チラシ

その他（民生委員等）

定員20名のところ、当日参加者は28名であった。動員ではなく、
興味を持た人が参加してくださった。

セミナーをどこで知りましたか？

ハイキングコースを作りたい、ウォークラリーの企画、フラッと寄れる（大人も子供
も）場所づくりをしてみたいという意見が出され、これから取り組んでいく。



参加者のニーズ

• ハイキングコースを作りたい、
ウォークラリーの企画

• フラッと寄れる（大人も子供も）場所
づくりをしてみたい

フラッと寄れる場所

• 豊川地区では、行政からのアプ
ローチでは実現が難しい

• 住民主導で、良い場所をみつけて、
居場所へと育てていく

まちづくりの担い手が不足

• 動きにくい住民自治組織のニーズ
は汲みながらも

• 新たなプロジェクトを通じて、活動
をしてみたい仲間（組織や人的資
源）を見つける（４～５人でよい）

• 生活支援体制整備事業のコーディ
ネータの本来の仕事



・「シニアライフプランセミナーが良かったので、自分でチラシを増刷して仲間を誘った」
・子育て世代の方がポスティングされたチラシを見て参加。「豊川小に通う子どもが参加
できたら楽しそう」と思い、様子を見にきたとのこと。実際に参加し「子どもは場違いかも
しれない」と心配されていたが、事務局から「この取組は年齢を問わず参加いただきた
い、子どもの視点も大事、参加しやすくするための雰囲気づくりが必要であれば教えて
ほしい」旨を伝えた。

お散歩マップ作り



• 地域包括支援センターとよ
かわ・かみふなか

• 認知症カフェ「ロバのあし」
– 地域の方々、認知症の方や
ご家族、どなたでも自由に
参加できるお散歩をメインと
した交流の場

• お散歩マップ「推しスポット
コース」を手に、まちあるき
を実施

• UDCODとしても、お散歩
マップを活用した初めての
まちあるき企画

• 包摂的に「自分のまち」に
ついて語り合う機会

認知症カフェ「ロバのあし」×お散歩マップ



社会参加をつづけること、そのための多職種連携

LIFEの一層の活用などにより、特に栄養と社会参加は、その成果が問われる



社会参加のベース社会資源・地域資源をはぐくむ

社会参加・地域づくりは、専門とするUDCODに、ぜひご相談ください。


